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商

工

会

通

信 

発行 

有明町商工会 

令和２年３月 

第４２号 

    
伴
走
型
支
援
事
業
の
報
告 

  

「
伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業
」
と

は
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
小
規
模
事

業
者
の
持
続
的
な
発
展
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

本
年
度
は
下
記
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

・
事
業
計
画
策
定
支
援 

 

７
件
の
小
規
模
事
業
者
に
対
し
て
実
施
。 

中
小
企
業
診
断
士
と
協
力
し
て
、「
企
業
概
要
」

「
経
営
上
の
問
題
点
」
「
顧
客
ニ
ー
ズ
と
市
場
の

動
向
」
「
提
供
す
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
強
み
」

「
経
営
方
針
・
目
標
」
「
今
後
の
プ
ラ
ン
」
の
６

項
目
に
つ
い
て
の
分
析
を
実
施
。 

 

ま
た
、
当
支
援
を
通
じ
て
、
「
経
営
力
向
上
計

画
」
「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」
等
の
法
認
定
の

申
請
、「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」「
も
の

づ
く
り
補
助
金
」
等
の
補
助
金
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起

こ
し
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

  

令
和
２
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
事
業
計
画

策
定
支
援
」
と
「
展
示
商
談
会
、
物
産
展
へ
の
出

展
支
援
」
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。
当
事
業
の
活

用
を
希
望
さ
れ
る
小
規
模
事
業
所
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
商
工
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

     

持
続
化
補
助
金
の
お
知
ら
せ 

  

「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」
と
は
、
小

規
模
事
業
者
等
が
、
商
工
会
の
助
言
等
を
受
け
て

経
営
計
画
を
作
成
し
、
そ
の
計
画
に
沿
っ
て
地
道

な
販
路
開
拓
等
に
取
り
組
む
費
用
の
２
／
３ 

(

上
限
50
万
円)

を
補
助
す
る
制
度
で
す
。
販
路
開

拓
の
た
め
の
設
備
投
資
、
看
板
作
成
、
改
装
、
HP

作
成
等
に
活
用
で
き
ま
す
。 

 
今
年
度
の
応
募
締
切
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下

の
と
お
り
で
、
事
業
実
施
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
の
締

切
日
か
ら
約
10
カ
月
間
で
す
。 

・
第
１
回 
令
和
２
年
３
月
31
日(

火) 

・
第
２
回 

令
和
２
年
６
月
５
日(

金) 

・
第
３
回 

令
和
２
年
10
月
２
日(

金) 

・
第
４
回 

令
和
３
年
２
月
５
日(

金) 

 

持
続
化
補
助
金
の
活
用
を
ご
検
討
中
の
場
合

は
、
お
早
め
に
商
工
会
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。 

    

も
の
づ
く
り
補
助
金
の
お
知
ら
せ 

  

「
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
生
産
性
向

上
促
進
補
助
金
」
と
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
等
が
今
後
複
数
年
に
わ
た
り
相
次
い
で
直

面
す
る
制
度
変
更(

働
き
方
改
革
や
被
用
者
保
険

の
適
用
拡
大
、
賃
上
げ
、
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
等)

等
に
対
応
す
る
た
め
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
等
が
取
り
組
む
革
新
的
サ
ー
ビ
ス
開
発
・
試
作

品
開
発
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
を
行
う
た
め
の

設
備
投
資
等
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。 

 

補
助
率
は
１
／
２
又
は
２
／
３
、
補
助
金
額
は

100
万
円
～

1000
万
円
。 

 

今
年
度
の
応
募
締
切
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下

の
と
お
り
で
、
事
業
実
施
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
の
交

付
決
定
日
か
ら
10
カ
月
以
内
で
す
。 

・
１
次 

令
和
２
年
３
月
31
日(

火) 

・
２
次 

令
和
２
年
５
月 

・
３
次 

令
和
２
年
８
月 

・
４
次 

令
和
２
年
11
月 

・
５
次 

令
和
３
年
２
月 

 

も
の
づ
く
り
補
助
金
の
活
用
を
ご
検
討
中
の

場
合
は
、
お
早
め
に
商
工
会
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。 
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
融
資
等
の
ご
紹
介 

 

①
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証 

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
と
は
、
経
営
の
安
定

に
支
障
が
生
じ
て
い
る
中
小
企
業
者
を
一
般
保

証(

最
大
2.8
億
円)
と
は
別
枠
の
補
償
の
対
象
と

す
る
資
金
繰
り
支
援
制
度
で
す
。 

市
町
村
の
認
定
を
受
け
た
後
に
希
望
の
金
融

機
関
又
は
最
寄
り
の
信
用
保
証
協
会
に
申
し
込

み
ま
す
。 

ま
た
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
第
４
号
の
認

定
を
受
け
た
事
業
者
は
、
「
持
続
化
補
助
金
」
申

請
時
に
加
点
さ
れ
ま
す
。 

 

・
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
第
４
号 

 

幅
広
い
業
種
で
影
響
が
出
て
い
る
地
域
に
つ

い
て
、
一
般
枠
と
は
別
枠(

最
大
2.8
億
円)

で
借
入

債
務
の
100
％
を
保
証(

売
上
高
が
前
年
同
月
比

▲
20
％
以
上
減
少
等
の
場
合)

。 

 

３
月
２
日
に
全
都
道
府
県
を
指
定
。 

 

・
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
第
５
号 

 

特
に
重
大
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
業
種
に
つ

い
て
、
一
般
枠
と
は
別
枠(

最
大
2.8
億
円
、
４
号

と
同
枠)

で
借
入
債
務
の
80
％
を
保
証(

売
上
高

が
前
年
同
月
比
▲
５
％
以
上
減
少
等
の
場
合)

。 

 

３
月
６
日
に
宿
泊
業
、
飲
食
業
な
ど
40
業
種

を
追
加
指
定
し
、
現
在
192
業
種
が
対
象
。 

 

②
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資
制
度 

・
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
の
要
件
緩
和 

 

２
月
14
日
よ
り
、「
売
上
高
が
５
％
以
上
減
少
」

と
い
っ
た
数
値
要
件
に
か
か
わ
ら
ず
、
今
後
の
影

響
が
見
込
ま
れ
る
事
業
者
も
含
め
て
融
資
対
象

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
上
限

4800
万
円
。 

 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別
貸
付 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響

を
受
け
て
一
時
的
な
業
況
悪
化
し
た
事
業
者
が

対
象
。
当
初
３
年
間
は
基
準
金
利
▲
0.9
％
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
場
合
に

は
、
利
子
補
給
が
実
施
予
定
。
別
枠

6000
万
円
。 

 
・
環
境
衛
生
激
変
対
策
特
別
貸
付 

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
よ

り
、
一
時
的
な
業
況
悪
化
か
ら
資
金
繰
り
に
支
障

を
来
し
て
い
る
旅
館
業
、
飲
食
店
等
が
対
象
。
基

準
金
利
は
1.91
％
。
た
だ
し
、
振
興
計
画
の
認
定

を
受
け
た
生
活
衛
生
同
業
組
合
の
組
合
員
の
方

は
▲
0.9
％
。
別
枠

1000
万
円(

旅
館
業

3000
万
円) 

 

・
マ
ル
経
融
資
の
金
利
引
き
下
げ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
売

上
が
減
少
し
た
小
規
模
事
業
者
の
資
金
繰
り
を

支
援
す
る
た
め
当
所
３
年
間
、
通
常
の
貸
付
金
利

か
ら
▲
0.9
％
引
き
下
げ
。
別
枠

1000
万
円
。 

※
３
月
17
日
現
在
の
情
報
で
す
。 

長
崎
県
の
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ 

               

高
年
齢
労
働
者
も
雇
用
保
険
料
納
付
が
必
要
に

な
り
ま
す 

  

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
高
年
齢
労
働
者

(

注)

に
つ
い
て
も
、
他
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
と

同
様
に
雇
用
保
険
料
の
納
付
が
必
要
と
な
り
ま

す
。 

(

注)

保
険
年
度
の
初
日(

４
月
１
日)

に
お
い
て
満

64
歳
以
上
で
あ
る
労
働
者
で
あ
っ
て
、
雇
用
保

険
の
一
般
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
方
。 

長崎県の最低賃金 

最 低 賃 金 件 名 
最低賃金額（1 時間） 

効 力 発 生 日 

長 崎 県 最 低 賃 金 ７９０円 
令和元年 10 月３日 

特

定

最

低

賃

金 

はん用機械器具、 

生産用機械器具製造業 
８７５円 

令和元年 12月 7 日 

電子部品・デバイス・ 

電子回路、電気機械器具、

情報通信機械器具製造業 

８３３円 
令和元年 12月 27 日 

船舶製造・修理業， 

舶用機関製造業 
８７５円 

令和元年 11月 29 日 

お問い合わせ先 

厚生労働省長崎労働局賃金室 ℡095-801-0033 
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「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
ご
紹
介 

  

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、
短
大
、
大

学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
大
学

等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご

家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。 

◎
ご
融
資
額 

 

お
子
さ
ま
一
人
に
つ
き
350
万
円
以
内 

◎
金
利 

年
1.66
％ 

◎
ご
返
済
期
間 

15
年
以
内 

 

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
1.26
％ 

◎
Ｈ
Ｐ 

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索 

◎
お
問
い
合
わ
せ 

 

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

 

０
１
２
０-

０
０
８
６
５
６(

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル) 

 

ま
た
は(

０
３)

５
３
２
１-

８
６
５
６ 

 

区
分
経
理
処
理
を
お
願
い
し
ま
す 

  

昨
年
10
月
１
日
の
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
上

げ
と
同
時
に
軽
減
税
率
８
％
が
導
入
さ
れ
、
２
種

類
の
税
率
が
混
在
し
て
お
り
ま
す
。 

 

消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
際
に
は
、

売
上
・
仕
入
・
経
費
に
つ
い
て
、
税
率
を
区
分
し

て
正
確
に
記
帳
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

現
在
は
売
上

1000
万
円
未
満
の
免
税
事
業
者
で

も
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
で
多
く
の
事
業
所

が
課
税
事
業
者
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
正
確
な
記
帳
を
お
願
い
し
ま
す
。 

     

65
万
円
の
青
色
申
告
特
別
控
除
の
適
用
要
件
が

変
わ
り
ま
す 

  

平
成
30
年
度
の
税
制
改
正
に
伴
い
、
青
色
申

告
特
別
控
除
が
55
万
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
電
子
申
告
又
は
電
子
帳
簿
保
存
を
行
う
こ

と
で
、
引
き
続
き
65
万
円
の
青
色
申
告
特
別
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
基
礎
控
除
が
38
万

円
か
ら
48
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

両
改
正
共
に
令
和
２
年
分
以
降
の
所
得
税
の

確
定
申
告
に
お
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。。 

     

事
務
局
体
制
変
更
の
お
知
ら
せ 

  

令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
、
事
務
局
長
が
廃
止

さ
れ
、
旧
経
営
指
導
員
１
名
、
旧
経
営
支
援
員
１

名
、
パ
ー
ト
職
員
１
名
の
合
計
３
名
の
体
制
と
な

り
ま
す
。 

 

事
務
局
体
制
変
更
後
も
従
来
通
り
の
会
員
サ

ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
予
定
で
す
が
、
一
部
の
業
務

に
つ
き
ま
し
て
は
、
縮
小
若
し
く
は
廃
止
と
な
る

可
能
性
も
ご
ざ
い
ま
す
。
一
例
と
し
て
、
例
年
10

月
20
日
頃
に
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
「
ア
リ
ア

ケ
フ
ェ
ス
タ
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
12
月
12

日
開
催
の
理
事
会
で
協
議
し
た
結
果
、
ア
リ
ア
ケ

フ
ェ
ス
タ
の
事
務
局
に
つ
い
て
は
、
人
的
・
予
算

的
な
制
約
の
た
め
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
た
め
、
商
工
会
に
代
わ
っ
て
事
務
局
を
引
き
受

け
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
商
工
会
と
し
て
も
支
援

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

に
つ
き
ま
し
て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
つ
い
て 

 

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

観
点
か
ら
、
長
崎
県
商
工
会
連
合
会
よ
り
３
月
中

の
理
事
会
等
の
会
議
に
つ
い
て
自
粛
す
る
よ
う

要
請
が
あ
っ
て
お
り
ま
す
。
本
会
に
お
き
ま
し
て

も
、
３
月
23
日
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
理
事
会

を
中
止
し
て
お
り
ま
す
。 

４
月
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
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未
定
で
す
が
、
や
む
を
得
ず
延
期
ま
た
は
中
止
等

の
対
応
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も
予
想

さ
れ
ま
す
。
例
年
５
月
20
日
頃
に
開
催
し
て
お

り
ま
す
総
会
並
び
に
懇
親
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

方
針
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
会

員
の
皆
様
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
に
つ
き
ま
し

て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

労
働
保
険
年
度
更
新
手
続
き
の
ご
案
内 

  

４
月
15
日
か
ら
の
受
付
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
以
下
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。 

・
賃
金
台
帳(

平
成
31
年
４
月
１
日
～
令
和
２
年

３
月
31
日
分) 

・
事
業
所
の
ゴ
ム
印
、
印
鑑 

・
記
入
者
の
認
印 

・
賃
金
支
払
状
況
一
覧
表 

・
一
括
有
期
事
業
一
覧
表 

 

商
工
会
へ
年
度
更
新
手
続
き
を
依
頼
さ
れ
て

い
る
事
業
所
に
は
、
個
別
に
案
内
文
書
を
発
送
い

た
し
ま
す
の
で
、
指
定
日
に
ご
来
会
下
さ
い
。 

 

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

の
影
響
で
日
程
等
が
変
更
に
な
る
場
合
も
ご
ざ

い
ま
す
。 

   

国
民
年
金
基
金
の
ご
紹
介 

 

・
国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
し
て

税
金
の
優
遇
を
受
け
な
が
ら
掛
金
を
積
み
立
て
、

厚
生
年
金
並
み
の
年
金
が
受
け
取
れ
る
自
営
業

者
や
そ
の
家
族
の
た
め
の
年
金
で
す
。 

・
加
入
で
き
る
の
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

る
第
一
号
被
保
険
者
の
方
、
60
歳
～
64
歳
で
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
る
方
が
加
入
で
き

ま
す
。 

・
制
度
の
特
徴
は
、
税
金
が
安
く
な
り
大
変
お
得

で
す(

掛
金
は
全
額
「
社
会
保
険
料
控
除
」
出
来

ま
す)

。 

・
受
け
取
る
年
金
も
「
公
的
年
金
等
控
除
」
の
対

象
で
、
遺
族
一
時
金
は
非
課
税
で
す
。 

・
終
身
年
金
が
基
本
で
、
万
一
の
時
は
ご
遺
族
に

一
時
金(
Ｂ
型
を
除
く)

が
支
払
わ
れ
ま
す
。 

・
受
け
取
る
年
金
は
終
身
変
動
せ
ず
、
掛
金
は
「
一

時
お
休
み
」
や
２
口
目
の
「
減
口
・
増
口
」
が
で

き
ま
す
。 

 

退
任
の
ご
挨
拶 

 

こ
の
度
、
令
和
２
年
３
月
を
も
っ
て
退
職
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
商
工
会
は
３
年
間
の
勤
務

で
し
た
が
合
併
商
工
会
と
単
独
商
工
会
と
い
う

２
通
り
の
濃
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

商
工
会
の
合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、
検
討
会
議

や
会
員
の
皆
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
に
よ

り
、
単
独
で
維
持
す
る
こ
と
が
総
会
で
も
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
た
だ
職
員
定
数
の
減
少
は
決
定
さ
れ

て
い
た
と
は
い
え
、
今
ま
で
通
り
と
は
い
か
な
い

面
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
役
員
は
じ
め
会
員
の

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

私
は
退
職
し
ま
す
が
微
力
な
が
ら
今
後
も
地

域
の
発
展
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

業
務
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
何
よ
り
役
職
員
は

じ
め
関
係
者
の
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
及
び
関
係
各

位
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 

事
務
局
長 

村
井
利
久 

 

 

令和２年３月１５日現在の金利情報 

◎日本政策金融公庫 

普通貸付(基準金利) 

担保不要の場合 2.16％～2.35％ 

担保提供の場合 1.21％～2.00％ 

マル経       1.21％ 

教育ローン    1.66％ 

◎商工貯蓄共済融資資金制度 

積立範囲内  0.975%～1.21% 

積立範囲外  1.21％ 

◎島原市中小企業振興資金   1.80％ 


